
全国学力・学習状況調査より 山手小教務主任 高橋 あゆみ 

 今年度の全国学力・学習状況調査（全国の６年生が 4/18 に実施）の結果を受け、山手小の子ども

達がこれから大切にしていくとよいこと、必要とされる力について、考えました。この調査では、国

語・算数の学習状況の確認と共に、生活の様子や家庭での学習についてのアンケート（児童質問）も

実施されました。 

 本調査の問題文の一部と合わせ、これから学校の授業で取り組んでいくこと・家庭で大切にして

いくとよいことについてお伝えします。 

《国語》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈今後の学習では〉 

学校の授業で大切にしていくこと 

  ☆「書く」ことに慣れるために、自分の考えを文章で表現する場面を、意図的に設定します。また、文字数や使う

言葉（つなぎ言葉やキーワード等）を示し、条件の下で「書く」活動を継続的に行います。 

  ☆「書く」ためには、自分の考えを明確にすることが必要です。文章や言葉を挿絵や資料と結び付けながら、順

序立ててまとめる等、思考力を高める場を、大切にしていきます。 

家庭で大切にできるとよいこと 

☆「書く」ことは表現の方法の一つです。頭に浮かぶ内容を言語化し、『自分の考え』としてアウトプットするため

には、様々な言葉の使い方を知ることも大切です。ご家庭でも、豊かな表現について、また正しい日本語の使

い方について、日ごろから意識し、話題にしていただけるとよいと思います。 

《メモから文章を書く力》 

左の問題は、目的や意図に応じ

て、事実と感想、意見とを区別して

書くなど、自分の考えが伝わるよう

書き表し方を工夫することができる

かどうかを問うものです。 

大問の初めには、学校のよさを書

き記したメモが示され、集めた材料

を分類したり関連付けたりして、伝

えたいことを整理し、本問題に繋げ

ています。それを受け、条件に合わ

せて文章に表すことが求められて

いるのが本問題となります。 

このような「文章を書く」問題は、

全国的に正答率が低かったのです

が、山手小の子ども達は、特に苦手

であるということが、結果から明ら

かになりました。示された情報をも

とに書くことや、一定の条件の下で

書くこと、文章で表現することにつ

いて、慣れ親しむことが大切である

と考えられます。 



《算数》 

 

〈今後の学習では〉 

学校の授業で大切にしていくこと 

  ☆式や答えの発表で終わることなく、その考えの根拠を、「話す」「書く」方法で、表現する場を大切

にします。 

☆考えの根拠や活用されている場面について多面的に捉えられるようにするために、既習内容（学

年や教科に関わらず）と繋げて考えられるよう、特に単元の導入や終末において、本時の内容に留まらず幅

広く活用することも話題にしていきます。 

家庭で大切にできるとよいこと 

  ☆数字や図形について、普段から興味がもてるような会話をしたり、生活の中に隠れている算数について「これ、

どういうことか教えて」「説明してみて！」と、子どもが話せる場を作っていただいたりすることも大切です。

「（ピザなど）〇等分してみんなで分けよう！」これだけでも、大切な“生活の中の算数”です。 

 

《児童への質問》 

  ☆平日に、ゲームや SNS、動画視聴を行う時間について問う質問がありました。山手小の６年生は、県や全国の

平均と比べると、全体的に、それらに触れている時間が短いことが分かりました。様々な結果から、学習以外

でのスマートフォン等の使用頻度が高い児童生徒は、学力も定着しづらいとの分析がされています。ゲーム機

やスマートフォン等の使い方（場所や時間について）の家庭での約束をつくり、それをしっかりと守らせること

が、学力の定着にも大きく関わることを、今後も意識していただけるとよいと思います。 

  ☆睡眠時間の確保…睡眠は、集中力の向上につながります。規則正しい生活は今後も大切にしてください。 

  ☆家庭学習…休日だからこそ取り組める学習や家族と一緒に学ぶ場は、子ども達の意欲を育みます。学校の

授業や家で机に向かう時間だけでなく、幅広い学習の在り方について、学校・家庭が共に考えていく必要性

を改めて感じました。 

《答えの根拠を説明する力》 

左の問題は、道のりが等しい場合

の速さについて、時間を基に判断

し、その理由を言葉や数を用いて記

述できるかどうかを問うものです。 

正答の条件は、（A）「道のりが等し

いことと、かかった時間を基に、わけ

を書いている」または（B）「かなたさ

んとほのかさんのそれぞれの歩く速

さを基に、わけを書いている」となり

ます。（A）については、二人が歩いた

道のりが等しいこと、かかった時間

の違い、のどちらも表記する必要が

あります。（B）も同様に、二人それぞ

れの速さを基に、わけを記す必要が

あります。どちらかが欠けていては、

正しい答えとはなりません。 

計算から答えを導き出すだけでは

なく、記述を求められる問題に対し

て、正答率が低かったと同時に、無

回答もあり、山手小の子ども達の苦

手が見えてきました。 


